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2006 MFJ ALL JAPAN ROAD RACE CHAMPIONSHIP Rd.5 
SUPERBIKE RACE in SUGO
文部科学大臣杯 ２００6年 MFJ 全日本ロードレース選手権第5戦スーパーバイクレース in SUGO

5月に行なわれた第4戦オートポリスから3カ月
の長い夏休みを終え、いよいよ全日本もこの
SUGOラウンドから後半戦となる。
ここまで4戦、ポイントランキングでは伊藤真
一（KEIHIN Kohara R.T.）と渡辺篤（ヨシムラス
ズキwithJOMO）の二人が他を引き離し、わずか
1ポイント差でタイトルを争っている。トータル63
ポイントvs62ポイント。ランキング3位以降は柳
川明（TEAM GREEN）が45、出口修（DyDo 
MIU Racing）が44、秋吉耕祐（ヨシムラスズキ
withJOMO）と山口辰也（ホンダドリームカスト
ロールRT）がそれぞれ41ポイントで続いている。
このSUGOラウンドから残り3戦あり、まだまだ
タイトル争いの行方は分からない。
今回、JSBの予選は1時間の長いセッションが
1回だけ、一発勝負でありながら長丁場という難
しい予選セッションだ。セッション開始直後にマ
シントラブルや転倒などに見舞われると、予選そ
のものをフイにしてしまうこともある。逆に、1時

間の連続走行という機会はあまりないため、タイ
ムアタック以外に、マシンのセットアップやテスト
に時間を使うことができる。
コースレコードは昨年のレースで伊藤が出した
1分28秒885。金曜日に行なわれた練習走行では、
秋吉がただ一人1分28秒台をマークし、伊藤の持
つレコードに迫った。金曜日も予選の土曜日も、
夏としては過ごしやすい気温になり、路面温度な
どの条件はタイムアタックには悪くないもの。
午後1時15分、予選セッションが始まった。3周
目、辻村猛（F.C.C TSR）がいきなり28秒739の
レコードタイムをマーク、柳川も28秒台に入れ、
序盤からヒートアップしている。続いて4周目、伊
藤が28秒680で辻村のタイムをわずかに上回り
トップに立つ。17分、8周目、手島雄介（F.C.C 
TSR）が29秒160で5番手に、さらに20分経過の
ところで秋吉が狙いすましたかのようにペース
アップ、10周目に28秒405でトップに立った。
続いてチームメイトの渡辺も28秒台に入れる

が、順位は変わらず。3 0 分、中須賀克行
（YSP&PRESTOレーシング）が13周目に29秒
185までタイムを詰める。その後、上位でのタイム
更新はなく、秋吉、山口、中須賀は決勝を見据えた
テスト走行で周回をこなす。秋吉は決勝用のタイ
ヤテストを行なっていた。
残り15分、それまでタイムアタックに参加して
いなかった亀谷長純（Team桜井ホンダ）が28秒
台にタイムをいれ、5位に浮上した。残り10分か
らライダーは最後のタイムアタックのためにコー
スイン。18周目の辻村が28秒540を出し伊藤を
抜いて2位に、トップの秋吉に迫ったが、秋吉は
チェッカー直前の2周でさらにタイムを詰め、前戦
オートポリスに続いて、今季3回目の堂々のポール
ポジションを獲得。しかし決勝では、秋吉が簡単
に逃げられない激戦が予想される。

[青木　淳]

EX-PRESS
EXtra, EXpert and EXtreme

楽しみ方いろいろ。楽しみ方いろいろ。
MFJ SUPERBIKEの情報満載MFJ SUPERBIKEの情報満載
2006年もGAORA（CS放送）で全戦放映!!
地上波ローカルTV局ではダイジェストを放映!
レース速報はMFJオンラインマガジン mfj.or.jp
情報満載のファンサイト superbike.jp へ!!
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楽しみ方いろいろ。
MFJ SUPERBIKEの情報満載

2006 MFJ全日本ロードレース選手権シリーズ第5戦 スーパーバイクレース in SUGO
GP125 Class  Starting Grid
●予選日：天候／曇り　路面／ドライ　●決勝コースイン／11:00　スタート／11:15(18周)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

17 18 19 20

21 22 23 24

25 26 27 28

29 30 31 32

33 34 35 36

37 38 39

2'07.406 2'07.742 2'07.879 2'08.517

2'08.986 2'09.370 2'09.585 2'09.672

2'10.093 2'10.197 2'10.218 2'10.308

2'10.315 2'10.472 2'10.509 2'10.602

2'11.238 2'11.525 2'12.263 2'12.382

2'12.526 2'12.678 2'12.816 2'12.899

2'12.967 2'13.079 2'13.089 2'13.107

2'13.238 2'13.578 2'13.583 2'14.469

2'14.490 2'14.651 2'14.917 2'16.714

2'18.105 2'18.242 2'23.714 2'24.833

73 2 1 32

92 18 36 19

7 3 14 111

28 15 8 21

53 52 76 12

23 77 48 37

84 17 50 5

75 88 61 38

45 51 25 72

58 71 40 31

RS125R RS125R RS125R RS125R

RS125 RS125R RS125 RS125R

RS125R TZ125 RS125R RS125

RS125R RS125R RS125R RS125R

RS125R RS125R TZ RS125R

RS125 RS125R RS125 RS125R

RS125 TZ125 RS125 RS125R

RS125R RS125R TZ125 RS125R

RS125 RS125R NER125 TZ125

RS125R RS125R RS125R RS125R

中上 貴晶 仲城 英幸 菊池 寛幸 渡辺 一馬

葛原 稔永 東 幸寛 徳留 真紀 中村 貴紀

山本 武宏 井手 敏男 岩田 裕臣 川野 泰成

國吉 基寛 花房 一樹 山田 亮太 古市 右京

木口 郁瑠 浪平 伊織 Doni Tata Pradita 井上 誠

船田 英生 今中 満 富沢 祥也 長谷川 稔

橋本 斉志 大石 義次 岩田 吉正 竹内 吉弘

福島 宏幸 石本 大河 笠井 悠太 天野 邦博

丸山 美由貴 関野 洋樹 山内 隆史 水野 那由太

高橋 剛 日野田 誠 本田 忠昭 加藤 雄資

40

2006 MFJ全日本ロードレース選手権シリーズ第5戦 スーパーバイクレース in SUGO
ST600 Class  Starting Grid
●予選日：天候／曇り　路面／ドライ　●決勝コースイン／12:00　スタート／12:15(18周)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

17 18 19 20

21 22 23 24

25 26 27 28

29 30 31 32

33 34 35 36

37 38 39

1'58.112 2'05.592 1'58.560 2'06.377

1'59.119 2'06.466 1'59.177 2'06.483

1'59.546 2'07.090 1'59.720 2'07.240

2'00.042 2'07.543 2'00.613 2'07.974

2'00.617 2'08.277 2'00.648 2'08.426

2'00.732 2'08.683 2'00.734 2'08.829

2'00.980 2'08.846 2'01.241 2'09.411

2'01.416 2'09.717 2'01.512 2'10.031

2'01.613 2'10.060 2'01.697 2'10.180

2'01.834 2'10.208 2'01.867 2'10.222

76 18 1 27

3 11 9 12

10 13 16 39

6 7 73 5

70 23 53 31

22 99 62 63

32 34 26 37

64 90 59 66

92 40 88 56

52 60 30 71

GSX-R600K6 YZF-R6 CBR600RR GSX-R600

CBR600RR YZF-R6 YZF R-6 YZF-R6

ZX-6RR CBR600 GSX-R600K6 ZX-6RR

YZF-R6 CBR600RR CBR600RR GSX-R600K6

CBR600RR CBR600RR 749R CBR600RR

ZX-6RR CBR600RR YZF-R6 CBR600RR

CBR600RR CBR600RR GSX R-600 YZF-R6

GSX-R600K6 YZF-R6 GSX-R600K6 CBR600RR

YZF R-6 CBR600RR CBR600RR ZX-6RR

CBR600RR YZF-R6 CBR600RR YZF-R6

渡辺 篤 東浦 正周 安田 毅史 奥田 貴哉

辻村 猛 奥野 正雄 大崎 誠之 宮崎 敦

鶴田 竜二 稲垣 誠 生形 秀之 酒井 大作

沼田 憲保 高橋 英倫 森 新 寺本 幸司

中山 真太郎 藤下 和衡 須貝 義行 児玉 勇太

山本 琢磨 野田 弘樹 藤原 儀彦 小橋 司

的場 浩晃 岩田 悟 石川 朋之 佐藤 裕児

和田 憲史郎 大石 正彦 荒瀬 貴 木本 康隆

國川 浩道 津田 一磨 須磨 貞仁 小室 旭

野崎 俊宏 福田 康志 津田 拓也 武山 祐介
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2006 MFJ全日本ロードレース選手権シリーズ第5戦 スーパーバイクレース in SUGO
JSB1000 Class  Starting Grid
●予選日：天候／曇り　　路面／ドライ　●決勝コースイン／13:40　スタート／13:55(25周)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

17 18 19 20

21 22 23 24

25 26 27 28

29 30 31 32

33 34 35 36

37

1'59.452 1'59.699 2'00.380 2'00.488

2'00.541 2'00.708 2'00.736 2'01.244

2'01.519 2'01.745 2'01.892 2'02.331

2'03.062 2'03.171 2'03.567 2'03.793

2'03.896 2'04.437 2'04.629 2'05.342

2'05.532 2'05.603 2'05.918 2'06.504

2'06.919 2'06.991 2'07.005 2'07.008

2'07.372 2'07.661 2'07.735 2'08.345

2'08.634 2'08.814 2'08.921 2'09.486

2'10.118

11 5 12 54

76 87 48 1

55 2 10 13

9 72 19 14

52 28 41 64

47 22 96 31

15 999 29 43

46 37 65 38

62 75 45 33

77

GSX-R1000K6 CBR1000RR YZF-R1 CBR1000RR

GSX-R1000K6 ZX-10R CBR1000RR CBR1000RR

CBR1000RR CBR1000RR CBR1000RR 999R

CBR1000RR CBR1000RR CBR1000RR GSX-R1000K6

CBR1000 ZX-10R CBR1000RR CBR1000RR

GSX-R1000 YZF R1 CBR1000RR CBR1000RR

GSX-R1000 999R ZX-10R YZF-R1

CBR1000RR ZX-10R GSX-R1000 ZX-10R

GSX-R1000K5 ZX-10R CBR1000RR ZX-10R

GSX-R1000

秋吉 耕佑 辻村 猛 中須賀 克行 徳留 和樹

渡辺 篤 柳川 明 手島 雄介 伊藤 真一

出口 修 山口辰也 小西良輝 須貝 義行

亀谷 長純 Alex Camier 畠山 泰昌 波多野 祐樹

柚木 伸介 東村 伊佐三 野寄 真二 川上 智彦

本田 晃司 西 浩史 吉田 眞悟 森井 威綱

川瀬 裕昌 堀 義光 苅田 庄平 横張 好拡

高津 信行 水澤 保 水谷 勝 原田 洋孝

向井 伸之 山崎 茂 久野 勝己 野崎 浩司

金山 和弘

2006 MFJ全日本ロードレース選手権シリーズ第5戦 スーパーバイクレース in SUGO
GP250 Class  Starting Grid
●予選日：天候／曇り　　路面／ドライ　●決勝コースイン／14:50　スタート／15:05(20周)

1

2

3

4

5

6

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

17 18 19 20

21
23

2'01.070 2'01.970 2'03.290 2'03.381

2'03.518 2'03.883 2'04.314 2'04.431

2'04.988 2'05.027 2'05.224 2'05.445

2'05.971 2'06.773 2'06.912 2'08.122

2'08.874 2'09.195 2'09.653 2'11.443

2'12.570

2 72 41 4

66 38 7 55

44 11 6 76

51 56 10 15

16 13 17 93

54

TZ250 RBB250 TZ250 TZ250

RBB250 TZ250 RS250R RS250R

TZ250 TZ250 TZ250 TZ250

TZ250 TZ250 TZ250 TZ250

TZ250 TZ250 TZ250 TZ250

TZ250

横江 竜司 高橋 巧 宇井 陽一 及川 誠人

小林 龍太 濱本 裕基 R.WILAIROT 高橋 江紀

秋田 貴志 石井 春希 秋谷 守 伊藤 勇樹

泉本 真宏 山崎 郡 松井 剛 豊田 浩史

藤田 浩司 及川 玲 中尾 健治 遠藤 卓実

坂井 貞夫

秋吉耕祐、今季3度目のポールポジション!!  
9人が1秒にひしめく超激戦、決勝も混戦必至!!

TIME TABLE Rd.5 SUGO

10:25 -
11:00 -
11:15 -
12:00 -
12:15 -
12:50 - 13:35
13:40 -
13:55 -
14:50 -
15:05 -

GP-MONO 決勝レース 12Laps
GP125 スタート進行（選手紹介）
GP125 決勝レース 18Laps
ST600 スタート進行（選手紹介）
ST600 決勝レース 18Laps
ピットウォーク
JSB1000 スタート進行（選手紹介）
JSB1000 決勝レース 25Laps
GP250 スタート進行（選手紹介）
GP250 決勝レース 20Laps

※上記タイムテーブルは、変更されることがあります。

Photo by H.Wakita(c)



45分、1セッションで行なわれた公式予選。暫定
ランキングトップを走る若干14歳の中上貴晶が、
まず1分35秒419をマークし、リーダーボードの
トップに立つ。中上は、金曜日の走行で1分35秒
120をマークしており、コースレコードの更新に期
待がかかっていた。しかし、今回は出走台数が50台
と多く、クリアラップがなかなか取れない。そのす
きを突き、セッション終盤に井手敏男が1分35秒
400をマークしトップに立つと、そのタイムを上回
る者は現れず、昨年の第4戦オートポリス以来とな
るポールポジションを獲得した。「それほどいいタ

イムではなかったので(ポールポジションは)少し意
外でした。スタートは1コーナーに10番手以内に入
りたいですね(笑)。今年は、まともにレースができ
ていないので、今回は表彰台に上がりたいです」と
井手。中上は2番手となり、3番手に仲城英幸がつけ
た。「いい感じにマシンは仕上がってきている。レー
スは、勝つか、転倒するか、どちらかぐらいの勢いで
いく」と気合いの入る仲城。4番手に2戦連続で表彰
台に上がっている15歳の富沢祥也が続いた。「そろ
そろ勝っておきたいですね。マシンも走っているし
イケますよ!」と強気のコメント。
ゼッケン1をつける菊池寛幸は、金曜日の午前中

のセッションでマシントラブルに遭い、出遅れてし
まったものの、きっちりマシンをまとめて5番手に
つけた。「エンジンは走っているし、あとは車体をど
うするか。決勝朝のウォームアップで確認して、勝負
できる状態にしたい」と菊池。
6番手につけた竹内吉弘は、「マシンの状態は悪

くはないけれど、今ひとつ気持ちよく乗れていな
い。もう少しマシンを煮詰めてトップ争いに絡んで
いきたい」とコメント。
8番手の葛原稔永は、そろそろ世界帰りの実力を

見せつけたいところだ。「'04年のセッティングにし
たら、いい感じに乗れている。ブレーキングもかな
り突っ込める状態になってきているので、決勝はイ
キますよ!」と上り調子だ。
レースは、中上が前に出れば一人旅になる可能

性もあるが、今回は、それほどアドバンテージはな
いようだ。GP125らしい混戦のレースになるかも
しれない。

[佐藤 寿宏]
写真(上)：井手敏男　(下)：中上貴晶

１０/１７(日)決勝日イベント満載!!

2006年10月号＜No.285＞は好評発売中!
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詳しくは、　
SUPERBIKE SUPPORTERS事務局

TEL : 0285-45-8465(AM11:00～PM7:00 月曜定休)
またはオフィシャルファンサイト superbike.jp まで

今回もST600クラスの公式予選は8人がコース
レコードを更新するレコードラッシュとなった。第3
戦筑波に続き、スポット参戦した新垣敏之が、金曜
日の走行から驚異的な速さを見せていたが、予選1
回目のセッションで、いきなり1分32秒368という
先制パンチを見舞った。このタイムには、レギュラ
ーメンバーも驚きを隠せなかった。酒井大作は、「速
すぎる。絶対出せないタイムだ」と語っているほど
強烈なインパクトだった。その酒井は、2回目のセッ
ションで炎のアタックを敢行。SPコーナーでは、コ
ースアウト寸前という渾身のライディングを見せ、

1分32秒193をマーク。昨年、自身がたたき出した
1分33秒229というコースレコードを1秒以上更
新。見事、ポールポジションを獲得した。「大事なの
は決勝。レース序盤は無理をせずに気をつけて、チ
ャンスがあれば前にいく。とにかく無事にゴールし
たい」と酒井。開幕戦で優勝しながらも、筑波、オー
トポリスとノーポイントが続いている。さらに昨年
のSUGOのレースでも、スタート直後に接触し、ノ
ーポイントとなっているだけに今回は何が何でも
チェッカーを受けたいところだ。
新垣敏之は、前回参戦した筑波では3位に入って

いるが、今回は、一気に表彰台の真ん中を狙ってい
る。「テストは先週、スポーツ走行で一度走っただ
け。マシンも筑波のときから変わっていないけれ
ど、勝ちを狙っていくよ」と自信をのぞかせる。
暫定ランキングトップを走る渡辺篤は、金曜日の

JSB1000のセッション中にバックストレートで鳥
と接触し、右肩を強打していたが、その影響を感じ
させない走りで3番手グリッドにつけた。ダンロッ
プ勢で唯一、フロントロウにつけた大崎誠之は、
「ダンロップタイヤに合うセッティングが煮詰まっ
てきたので、気持ちよく攻められている。理想は序
盤から(酒井)大作と逃げられればいい。それで勝
てれば最高だね」と大崎。ゼッケン1をつける安田
毅史は、先週のテスト中にオイルに乗り転倒。左ヒ
ザを痛めているが、2連覇を達成するためには、今
回は必ず勝っておきたいところだ。
酒井が逃げることができるか?　新垣がどんな

動きを見せるか?　レース終盤まで何台がトップ争
いに残っているか?　不確定要素が多い第5戦
SUGO。その行方から目が離せない! 

[佐藤 寿宏]
写真(上)：酒井大作　(下)：新垣敏之

2006年シーズン後半戦がスポーツランド
SUGOで幕を開けた。最大の注目は、前半3戦で
全勝という圧倒的強さを見せた横江竜司の連勝
が続くのか、それとも誰が横江を止めるのかに
集まっているが、SUGOは仙台出身/在住の横江
にとって地元であり、全日本初優勝を達成した
得意のサーキットである。
地元で友人や知人の来訪も多い横江は「新し

いフロントタイヤを装着して、だいぶ良くなりま

した。でもそのためリヤとのバランスが崩れたの
で、その解決法を探っている所です」としながら
も予選開始後すぐに好タイムをマークし、最後の
アタックに備えてピットで待機する余裕さえ見
せた。そして終了間際にコースへ飛び出し、1分
30秒465をマークしてポールポジションを獲得
した。
しかし今回のレースがひと味違うのは、ライバ

ルたちがメキメキと力を付けていることだ。筆
頭は成長著しい高校2年生の高橋巧で、2番手グ
リッドを確保した。「事前テストは2回ともうまく
いきました」と笑顔を見せる高橋からは、前半戦
の時のように「横江さんに離されないようつい
ていきたい」という先輩を立てる発言は聞かれ
ず、横江の地元で連勝を止める気だ。3番手はベ
テランの及川誠人で「優勝して日本GPへいい流
れ作りたい」と連勝阻止を狙う。4番手は筑波で
横江を追い詰めたタイ期待のラタパー・ウイラ
イローで「そろそろ勝ちたい」と本気で初優勝を
狙っている。
続くGP経験者の宇井陽一とルーキーの濱本

裕基も後半戦を迎えて250ccでも真の実力を
発揮し始めており、予選で2番手以下を0.5秒以
上引き離している横江も、うかうかとしてはいら
れない。横江が連勝街道を突き進むのか、それと
も誰かが横江を止めるのか。決戦の火蓋は27日
の午後3時過ぎに切って落とされる。

[川岸 健二]
写真(上)：横江竜司　(下)：高橋巧

●MFJ SUPERBIKE EXpress執筆陣紹介●
[青木　淳］ 『ライディングスポーツ』編集長。1982年から全日本の取材をしている。自らもレース参戦しているが、目標の全日本参戦はまだまだ先のことになりそう。鈴鹿8耐参戦経験もある47歳。
[佐藤　寿宏］ 名前に“寿”があるため業界でのニックネームが“ことぶき”というめでたいフリーライター。全日本ロードレースは1994年の最終戦以来、ほぼ全戦を取材している。
[川岸　健二］ ロードレース専門誌「サイクルサウンズ編集部」に籍を置き、全日本ロードレース取材は今年で7年目。「取材は足で稼ぐ」をモットーに、今日もムダ足を踏んでいる。

　今シーズンから全日本格式となったGP-MONO。4ストローク 
250cc単気筒エンジンをGP125マシンのフレームに搭載すると
いう、ローコスト、イコールコンディションをコンセプトとした、入
門者でも取り扱いやすく適度なパフォーマンスを持ったマシンに
よって争われる。
　15分間で争われた公式予選では、セッション開始から#18小原 
覚と#2森 隆嘉がトップタイムを塗り替えながら周回を重ねる。中
盤以降になるとランキングトップの#51山下 祐が、さらには#15
古川 真一がトップタイムを更新。ポジションを入れ替える。結局、古
川がマークした1分40秒615で初ポールポジションを獲得した。

 Pos No. Rider BestTime Team
 1 15 古川 真一 1'40.615 RATS&ライディングスポーツ
 2 51 山下 祐 1'40.621 ZBユビクツR.PLUSONE
 3 13 阿部 徹郎 1'40.763 あべスピ・ヤマハ&セルコホーム
 4 2 森 隆嘉 1'40.891 KRS&PLUS ONE
 5 18 小原 覚 1'40.908 チームフレッド&Pパドック
 6 99 平石 理 1'41.126 レーシングチーム ハニービー
 7 7 斉藤 一輝 1'41.794 ケンツJトラストスズキ
 8 3 赤間 清 1'42.122 CLUB HARC-PRO.
 9 65 繁野 明治 1'42.747 ホットバンクUSA&癒温の湯
 10 10 藤_ 直之 1'42.767 チームスガヤ・PILOTA
 11 40 小山 隆浩 1'43.018 18 GARAGE RACING TEAM
 12 56 椛澤 雄太 1'43.298 ウルフマン&Tヨシハル&鉄馬
 13 14 田中 敬秀 1'43.542 MRF&ブートレグブース
 14 49 松本 記一 1'44.142 team・KAZUMA
 15 11 岡田 義治 1'44.202 MRF&RH松島
 16 155 吉島 正治 1'45.448 MRF&MPF&NPF&NTR
 17 42 小沢 良美 1'45.662 バーニングブラッドRT
 18 25 榊原 徹 1'45.775 ZIPBIKE豊橋ユビクツR
 19 55 吉田 光弘 1'46.863 Team Life・ドリーム
 20 46 横江 幸二 1'46.880 MOTOTEC森のくまヨコエY
 21 134 重野 治 1'47.710 NSBR↑40・JBS・サブクラフト
 22 26 福岡 大吾 1'48.523 M･A･R･S&KDC
 23 36 織田 道武 1'49.144 パワーパイプレーシング
 24 41 馬場 隆 1'53.584 パワーパイプレーシング
  39 法月 多嘉夫 計測出来ず MARS&OMEG&ベアー

不確定要素の多い第5戦SUGO。
新垣敏之がどんな動きを見せるか?

前半戦全勝の横江竜司が地元の声援を受けてポールポジション獲得
その背後に迫りつつあるライバル勢。横江の全勝を止めるのは誰か?

井手敏男が1年ぶりのポールポジション
勝つのは若手か?　ベテランか??

公式予選結果 ●決勝スタート／10：25～ （12周）

写真：ポールポジションの古川真一

ライダートークショー
サイン会・チャリティオークション
キャンペーンギャル オンステージ

●場  所： パノラマエリア「SUGOイベントステージ」
●時  間： 1回目）09:15～10:15・2回目）11:40～12:10

●場  所： レーシングコース・ピット周辺
●時  間： 12:50～13:35

ファミリーウォーク
中学生以下のお子様連れ家族は、ピットウォーク無料
●受  付： 10:00～　メインスタンドカルバート入口

全日本参戦ライダーが登場する恒例のライダートークライブの他、握手サイ
ン会、チャリティオークションなどを開催。ライダーの素顔に触れるHOTなイ
ベントです。
レースクィーン、キャンペーンギャルが大集合するオンステージも開催。

●受  付： パドック正面パドック券販売所／500円（保証料）
●集  合： パドック２輪駐車場

サーキットクルージング
レース終了後に、恒例のレーシングコースの体験走行を開催

ピットウォーク・キッズパレード
トップライダーをはじめ、マシンやキャンギャルとも間近で触れ合うことので
きるチャンスがこのピットウォーク。コース上ではキッズパレードも開催します。

■ピットウォークチケット￥1,000－（イベント広場総合案内他で販売）

※イベント内容・出演ライダー等は変更、中止されることがあります。
※詳細につきましては、イベント広場総合案内所にてご確認ください。

EVENT INFORMATION



45分、1セッションで行なわれた公式予選。暫定
ランキングトップを走る若干14歳の中上貴晶が、
まず1分35秒419をマークし、リーダーボードの
トップに立つ。中上は、金曜日の走行で1分35秒
120をマークしており、コースレコードの更新に期
待がかかっていた。しかし、今回は出走台数が50台
と多く、クリアラップがなかなか取れない。そのす
きを突き、セッション終盤に井手敏男が1分35秒
400をマークしトップに立つと、そのタイムを上回
る者は現れず、昨年の第4戦オートポリス以来とな
るポールポジションを獲得した。「それほどいいタ

イムではなかったので(ポールポジションは)少し意
外でした。スタートは1コーナーに10番手以内に入
りたいですね(笑)。今年は、まともにレースができ
ていないので、今回は表彰台に上がりたいです」と
井手。中上は2番手となり、3番手に仲城英幸がつけ
た。「いい感じにマシンは仕上がってきている。レー
スは、勝つか、転倒するか、どちらかぐらいの勢いで
いく」と気合いの入る仲城。4番手に2戦連続で表彰
台に上がっている15歳の富沢祥也が続いた。「そろ
そろ勝っておきたいですね。マシンも走っているし
イケますよ!」と強気のコメント。
ゼッケン1をつける菊池寛幸は、金曜日の午前中

のセッションでマシントラブルに遭い、出遅れてし
まったものの、きっちりマシンをまとめて5番手に
つけた。「エンジンは走っているし、あとは車体をど
うするか。決勝朝のウォームアップで確認して、勝負
できる状態にしたい」と菊池。
6番手につけた竹内吉弘は、「マシンの状態は悪

くはないけれど、今ひとつ気持ちよく乗れていな
い。もう少しマシンを煮詰めてトップ争いに絡んで
いきたい」とコメント。
8番手の葛原稔永は、そろそろ世界帰りの実力を

見せつけたいところだ。「'04年のセッティングにし
たら、いい感じに乗れている。ブレーキングもかな
り突っ込める状態になってきているので、決勝はイ
キますよ!」と上り調子だ。
レースは、中上が前に出れば一人旅になる可能

性もあるが、今回は、それほどアドバンテージはな
いようだ。GP125らしい混戦のレースになるかも
しれない。

[佐藤 寿宏]
写真(上)：井手敏男　(下)：中上貴晶

１０/１７(日)決勝日イベント満載!!

2006年10月号＜No.285＞は好評発売中!
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詳しくは、　
SUPERBIKE SUPPORTERS事務局

TEL : 0285-45-8465(AM11:00～PM7:00 月曜定休)
またはオフィシャルファンサイト superbike.jp まで

今回もST600クラスの公式予選は8人がコース
レコードを更新するレコードラッシュとなった。第3
戦筑波に続き、スポット参戦した新垣敏之が、金曜
日の走行から驚異的な速さを見せていたが、予選1
回目のセッションで、いきなり1分32秒368という
先制パンチを見舞った。このタイムには、レギュラ
ーメンバーも驚きを隠せなかった。酒井大作は、「速
すぎる。絶対出せないタイムだ」と語っているほど
強烈なインパクトだった。その酒井は、2回目のセッ
ションで炎のアタックを敢行。SPコーナーでは、コ
ースアウト寸前という渾身のライディングを見せ、

1分32秒193をマーク。昨年、自身がたたき出した
1分33秒229というコースレコードを1秒以上更
新。見事、ポールポジションを獲得した。「大事なの
は決勝。レース序盤は無理をせずに気をつけて、チ
ャンスがあれば前にいく。とにかく無事にゴールし
たい」と酒井。開幕戦で優勝しながらも、筑波、オー
トポリスとノーポイントが続いている。さらに昨年
のSUGOのレースでも、スタート直後に接触し、ノ
ーポイントとなっているだけに今回は何が何でも
チェッカーを受けたいところだ。
新垣敏之は、前回参戦した筑波では3位に入って

いるが、今回は、一気に表彰台の真ん中を狙ってい
る。「テストは先週、スポーツ走行で一度走っただ
け。マシンも筑波のときから変わっていないけれ
ど、勝ちを狙っていくよ」と自信をのぞかせる。
暫定ランキングトップを走る渡辺篤は、金曜日の

JSB1000のセッション中にバックストレートで鳥
と接触し、右肩を強打していたが、その影響を感じ
させない走りで3番手グリッドにつけた。ダンロッ
プ勢で唯一、フロントロウにつけた大崎誠之は、
「ダンロップタイヤに合うセッティングが煮詰まっ
てきたので、気持ちよく攻められている。理想は序
盤から(酒井)大作と逃げられればいい。それで勝
てれば最高だね」と大崎。ゼッケン1をつける安田
毅史は、先週のテスト中にオイルに乗り転倒。左ヒ
ザを痛めているが、2連覇を達成するためには、今
回は必ず勝っておきたいところだ。
酒井が逃げることができるか?　新垣がどんな

動きを見せるか?　レース終盤まで何台がトップ争
いに残っているか?　不確定要素が多い第5戦
SUGO。その行方から目が離せない! 

[佐藤 寿宏]
写真(上)：酒井大作　(下)：新垣敏之
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中学生以下のお子様連れ家族は、ピットウォーク無料
●受  付： 10:00～　メインスタンドカルバート入口

全日本参戦ライダーが登場する恒例のライダートークライブの他、握手サイ
ン会、チャリティオークションなどを開催。ライダーの素顔に触れるHOTなイ
ベントです。
レースクィーン、キャンペーンギャルが大集合するオンステージも開催。

●受  付： パドック正面パドック券販売所／500円（保証料）
●集  合： パドック２輪駐車場

サーキットクルージング
レース終了後に、恒例のレーシングコースの体験走行を開催

ピットウォーク・キッズパレード
トップライダーをはじめ、マシンやキャンギャルとも間近で触れ合うことので
きるチャンスがこのピットウォーク。コース上ではキッズパレードも開催します。

■ピットウォークチケット￥1,000－（イベント広場総合案内他で販売）

※イベント内容・出演ライダー等は変更、中止されることがあります。
※詳細につきましては、イベント広場総合案内所にてご確認ください。

EVENT INFORMATION
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1 3 42

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

17 18 19 20

21 22 23 24

25 26 27 28

29 30 31 32

37 38 39 40

33 34 35 36

1'35.400 1'35.419 1'35.622 1'35.772

1'35.776 1'35.850 1'35.966 1'36.029

1'36.153 1'36.164 1'36.397 1'36.440

1'36.531 1'36.748 1'37.040 1'37.062

1'37.077 1'37.146 1'37.249 1'37.250

1'37.446 1'37.465 1'37.555 1'37.569

1'37.569 1'37.592 1'37.772 1'37.979

1'38.019 1'38.243 1'38.548 1'38.656

1'38.691 1'38.715 1'38.857 1'38.921

1'38.965 1'39.024 1'39.130 1'39.219

井手　敏男 中上　貴晶 仲城　英幸 富沢　祥也

菊池　寛幸 竹内　吉弘 菅谷　慎一 葛原　稔永

渡辺　一馬 徳留　真紀 井上　誠 岩田　裕臣

山本　武宏 浪平　伊織 天野　邦博 古市　右京

大石　義次 船田　英生 花房　一樹 山内　隆史

山田　亮太 笠井　悠太 東　幸寛 中村　貴紀

國吉　基寛 小磯　栄 木口　郁瑠 長谷川　稔

加藤　雄資 RATTAPHONG　WILAIROT 畑中　要 関野　洋樹

藤塚　洋介 椎名　貴之 橋本　斉志 石川　学衛

籠島　欣雄 平子　剛志 沖藤　陽一 安孫子　清人

TZ125 RS125R RS125R RS125R

RS125R RS125R RS125 RS125R

RS125R RS125R RS125R RS125R

RS125R RS125R RS125R RS125R

TZ125 JR01 RS125R NER125

RS125 TZ125 RS125R RS125R

RS125R RS125R RS125R RS125R

RS125R RS125R RS125R RS125R

RS125R RS125R RS125R RS125R

RS125R RS125R RS125R RS125R

3 73 2 48

1 5 20 92

32 36 12 14

7 52 38 21

17 23 15 25

8 61 18 19

28 30 53 37

31 99 97 51

68 47 84 59

63 85 141 64
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1 3 42

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

17 18 19 20

21 22 23 24

25 26 27 28

29 30

R1'30.465 1'30.983 1'31.594 1'31.599

1'31.919 1'32.328 1'32.450 1'32.498

1'32.695 1'32.766 1'33.352 1'33.362

1'33.447 1'33.452 1'33.533 1'33.583

1'33.758 1'33.868 1'33.948 1'34.629

1'34.762 1'34.787 1'35.091 1'35.502

1'36.000 1'36.006 1'36.115 1'36.553

1'36.829 1'38.079

横江　竜司 高橋　巧 及川　誠人 RATTHAPARK　WILAIROT

宇井　陽一 濱本　裕基 秋谷　守 秋田　貴志

及川　玲 泉本　真宏 石井　春希 藤田　浩司

小林　龍太 櫻井　大幸 豊田　浩史 山崎　郡

伊藤　勇樹 磯谷　晋一 松井　剛 福山　京太

島村　英一郎 二瓶　彰 小口　理 岩井　耕治

遠藤　卓実 小口　亘 油井　宏文 狗飼　信一

依田　幸久 間地　正

TZ250 RBB250 TZ250 RS250R

TZ250 TZ250 TZ250 TZ250

TZ250 TZ250 TZ250 TZ250

RBB250 RS－250R TZ250 TZ250

TZ250 TZ250 TZ250 TZ250

TZ250 TZ250 TZ250 TZ250

TZ250 TZ250 TZ250 TZ250

TZ250 TZ250・5KE4

2 72 4 7

41 38 6 44

13 51 11 16

66 12 15 56

76 24 10 151

37 65 34 19

93 47 52 95

35 75

※Rマークは、コースレコードを更新しました。従来のレコードタイ ムは1'30.579
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1 3 42

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

17 18 19 20

21 22 23 24

25 26 27 28

29 30 31 32

37 38 39 40

33 34 35 36

R1'32.193 R1'32.368 R1'32.606 R1'32.673

R1'32.803 R1'32.826 R1'32.837 R1'33.221

1'33.361 1'33.405 1'33.444 1'33.716

1'33.752 1'33.823 1'33.876 1'34.224

1'34.245 1'34.254 1'34.285 1'34.303

1'34.353 1'34.428 1'34.468 1'34.508

1'34.565 1'34.610 1'34.611 1'34.688

1'34.715 1'34.729 1'34.825 1'34.843

1'35.020 1'35.111 1'35.114 1'35.158

1'35.213 1'35.260 1'35.265 1'35.495

酒井　大作 新垣　敏之 渡辺　篤 大崎　誠之

辻村　猛 安田　毅史 奥野　正雄 寺本　幸司

高橋　英倫 中山　真太郎 須貝　義行 沼田　憲保

生形　秀之 野田　弘樹 佐藤　裕児 武山　祐介

宮崎　敦 大石　正彦 藤下　和衡 津田　一磨

山本　琢磨 森　新 稲垣　誠 黒川　武彦

東浦　正周 原田　貴史 児玉　勇太 井上　哲悟

的場　浩晃 岩田　悟 清水　郁巳 國川　浩道

野崎　俊宏 清水　直樹 松井　秀樹 村田　丈

和田　憲史郎 津田　拓也 波多野　祐樹 須磨　貞仁

ZX-6RR YZF R-6 GSX-R600K6 YZF R-6

CBR600RR CBR600RR ヤマハYZF-R6 06GSX－R600（K6)

CBR600RR CBR600RR 749R YZF-R6

GSX-R600K6 CBR600RR YZF-R6 YZF-R6

YZF-R6 ヤマハYZF-R6 CBR600RR CBR600RR

ZX‐6RR CBR600RR CBR600 CBR600RR

YZF‐R6 CBR600RR CBR600RR ZX‐6RR

CBR600RR CBR600RR CBR600RR YZF R-6

CBR600RR ZX-6RR CBR600RR CBR600RR

GSX-R600K6 CBR600RR GSX-R600K6 CBR600RR

39 57 76 9

3 1 11 5

7 70 53 6

16 99 37 71

12 90 23 40

22 73 13 75

18 46 31 54

32 34 36 92

52 38 35 51

64 30 33 88

※Rマークは、コースレコードを更新しました。従来のレコードタイ ムは1'33.229

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 3 42

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

17 18 19 20

21 22 23 24

25 26 27 28

29 30 31

※

32

33 34

R1'28.327 R1'28.540 R1'28.680 R1'28.870

1'28.956 1'28.982 1'29.089 1'29.160

1'29.185 1'29.583 1'30.169 1'30.543

1'31.173 1'31.418 1'31.726 1'31.879

1'32.067 1'32.765 1'33.020 1'33.505

1'33.606 1'33.840 1'34.234 1'34.854

1'34.986 1'35.120 1'35.181 1'35.379

1'35.761 1'35.834 1'35.995 1'36.218

1'36.714 1'37.085 1'37.874

秋吉　耕佑 辻村　猛 伊藤　真一 渡辺　篤

亀谷　長純 柳川　明 山口　辰也 手島　雄介

中須賀　克行 徳留　和樹 出口　修 今野　由寛

須貝　義行 川上　智彦 山中　正之 野寄　真二　

森井　威綱 柚木　伸介 川瀬　裕昌 本田　晃司

苅田　庄平 Alex Camier 原田　洋孝 畠山　泰昌

向井　伸之 中山　智博 西　浩史 小林　哲朗

高原　昌幸 掛江　裕二 横張　好拡 鷲見　洋介

金山　和弘 後藤　高秀 樋口　幸博

GSX-R 1000K6 CBR1000RR CBR1000RR GSX-R 1000K6

CBR1000RR ZX-10R CBR1000RR CBR1000RR

YZF-R1 CBR1000RR CBR1000RR GSX-R 1000K6

999R CBR1000RR CBR1000RR CBR1000RR

CBR1000RR CBR1000 GSX-R1000 GSX-R1000

ZX-10R CBR1000RR ZX-10R CBR1000RR

GSX-R 1000K5 ZX-10R YZF-R1 GSXR1000

YZF-R1 F4-1000S YZF-R1 GSX-R

GSX-R1000 YZF-R1 YZF-R1

11 5 1 76

9 87 2 48

12 54 55 14

13 64 26 41

31 52 15 47

29 72 38 19

62 91 22 35

39 46 43 36

77 84 511

※Rマークは、コースレコードを更新しました。従来のレコードタイ ムは1'28.885

※Ｎｏ．511は､大会審査委員会の決定により8/27のウォーミングアップランにて､
　トップタイムの110％以内であることを条件に出走嘆願を認めることとした。


